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1 放課後子 どもプランの創設
一放課後子 ども教室推進事業一

(新 規}

19年 度 予 定 額6,820百 万 円

1事 業の要 旨

子 どもたちが地域社会の 中で、心豊かで健やかに育まれる環境づ くりを推進するため、

子 どもたちの安全 ・安心な活動拠点 〔居場所)づ く りが求 め られ ている・

このため、「放課後子ども教室推進事業」を創設 し、全国の小学校区(lo,ooo小 学校 区)

にお いて、放 課後や週末等 に小学校の余裕教室等を活用 して、地域の方々の参画を得て、

子 どもたちと共に勉強や スポーツ ・文化活動、地域住民 との交流活動等の取組 を実施す

る章

同事業は少子化対策 として極めて重要であり、留守家庭児童を対象 とする厚生労働省
のr放 課 後児 童健全育成 事業1(放 課後児童クラブ)と一 一体的 あ るいは連携 した総合的

な放課後対策(放 課後子 どもプ ラン)と して推進 す る。

この事業においては、家庭の経済力等にかかわ らず、学ぶ意欲がある子 どもたちに学

習機会を提供す る取組の充実を図 る。

2.事 業の内容

(1)評 価 ・普及 啓発のた めの有識者 会議の設置

事業内容や実施方法、事業効果等 を評価 ・検証 し、効果的な事業ワ)在り方を普 及},穿

発す るため、厚生労働省 と連携 を図 り、文部科学省に、行政関係者(教 育委員会 及 ひ

福 祉部局)、 学校教 育関係者 、社会教 育関係者、福祉関係者、学識経験者等による 「放

課後子ども対策委…員会1を 設 置す る。 また、当該委員 会の下に、先進的な敢組事例等

を調査 ・検証 し、事業の普及 ・定着方策を検討するためのワーキンググループを設置

する。

(2)総 合的な放 課後対策推 進 のための調査研究等

① 放課後対策椎進のための調査研究
コーデ ィネーター等の指導者の資質向上を図 るための研修プログラムの開発等、

総合的な放課後対策の効果的な推進を支援するために必要な課題を調査研究 し、そ
の成果を全国に普及する。

② 放課後活動支援モデル事業

子 どもたちや地域の方々の放課後子ども教室への積極的な参加を促進するため、

参加者の興味や関心を引きっける多様な活動ブログラム(地 域 の伝統 ・文化 や スホ
ー ツ活動 、芸術活動、社会体験活動等)の 実践 等 を行 うモデル 事業 を実施 し、その

成果を全国に普及する。

/3)放 課後子 ども教室推進 事業 の実施

① 指導者研修等の実施
ア、推進委員会の設置

各都道府県 ・指定都市 ・.中核市 に、行政 関係者(教 育委 員会及び福祉 部局)、

学校関係者 、杜会教 育関係者 、福祉關係者、学識経験者等で構成されるr推 進委

員 会」 を設 置 し、放課後 対 策事業 ⊂放課後児童クラブを含む。)の 夷施 方針、 去

全管理方策、広報活動方策、指導者研修の企画、事業実施後の検証 ・評価等、域

内における放課後対策の総合的な在 り方を検討す る。

イ、捲導者研修の実施

各蔀道府県 ・指定都市 ・中核1創 こお1,・・て、域 内の各市町村 が実瘧す る放課後対

策享業に関わるコーディネーターや安全管理員等の享業関係者の資質向上や情報

交摸 ・情報共有を図 るための研修を、放課後児童 クラブの放課後児童指導員 の研

修 と連携 しなが ら合同で開催す る。
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② 放課後子ども教室の実施
ア.運 営委員会 の設 置

各市町村(指 定都 市 ・中核市 を除 く)に 、行政 関係者(教 育委員会及 び福祉部

局)、 学校関係者、放 課後児童 ク ラブ関係者、社会教育関係者、児童福祉関係者、

PTA関 係者 、地域住 民等 で構成 されるr運 営委員 会 」 を設 置 し、市町村で実施

する放課後対策事業(放 課後児童 クラブを含 む。)の 事 業計 画の策 定、安全管理

方策、広報活動方策、ボランテ ィア等の地域の協力者の人材確保方策、活動プ 巨

グラムの企画、事業実施後の検証 ・評価等、市町村における事業の運営方法等を

検討する。

イ.コ ーデ ィネー ター の配置

放課後子 ども教室の実施小学校区に、放課後対策事業の総合的な調整役として、
コーディネーターを配置 し、放課後児童 クラブ と連携 した取組の調整を図るとと

もに、保護者等に対す る参加 の呼びかけ、学校や関係機関 ・団体等との連絡調整、

ボランティア等の地域の協力者の確保 ・登録 ・配置、活動プログラムの企画 ・策

定等を実施する。

また、放課後子ども教室の未実施小学校区においても、次年度からの実施に向

けた体制整備が図 られるよう、コーディネーターの配置を支援する。

ウ,放 課後 子 ども教室 の実施

放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用 して、子 どもたちの安全 ・安心な

活動拠点(居 揚所)を 設 け、地域 の大人、大学 生、退職教員、青少年 ・社会教育

団体関係者等を、安全管理員やボランティアとして配置し、スポーツや文化活動

等の様々な体験活動や地域住民との交流活動等の取組 を実施する。

また、二れ らの取組 とともに、学ぶ意欲がある子 どもたちに対する学習機会を

提哄する取組の充実 を図るため、教職を目指す大学生や退職教員等、専門的な知
識を有する地域の方々を、学習ア ドバイザー として配置 し、補習等の学習活動の

取組を実施する。

なお、様々な活動機会の提供に当たっては、放課後児童クラブと連携 ・一体的

な取組 を推進する。

③ 放課後子ども教室の開設備品費(初 度調弁)

放課後子 ども教室を開 設す る場合において、活動が円滑かつ速やかに実施できる

よう、開設年度に限 り必要な備品等の設置(余 櫓教 室等 を放課 後子 ども教室用のス
ペースにするために必要な経費)を 行 う。

3積 算 内訳6,820,010千 円

(1)評 価 ・普及 啓発 の ため の 有識 者 会 議 の設屋18,612千 円

(2)総 合 的 な放 課後 対 策推 進 の ため の 調 査 研 究等296,569千 円

(3)放 課 後 子 ども教 室 推進 事 業 の 実 施6,504,829千 円

[種 別]地 方 公 共 団 体 向 け補 助 金

[補 助 率]工/3

【参考 】地 方 財政 措 置 につ い て

本 事 業 に 対 応 す る地 方財 攻措 置 は 、道 府 県 、 市 町村 各1/3(指 定都

市、中核 甫 は各2/3)の 地 方 負 担 分 に 対 して 、所 要 の措 置(約130億 円)

が講 じ られ る 予 定 。

〔箇 所数]10,000ヵ 所

1参 削

⊂ノ放 課後 子 ど も教 室 の実 施@1,2田 千 円 ×工O,OOOヵ 所イ

峰 蕃算響 イザーll為 諜 暑}(呈氤2名
O放 課 後 子 ど も教 室 の 開 設備 品費@2騒 千 円x上O,OOOヵ 所
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「放課後子どもプラン」平成19年 度 予算(案)の 概要

《基本的考え方》

O各 市町村において教育委員会が主導して、福祉部局と連携を図り、原則としてすぺての

小学校区で放課後の子どもの安全で健やかな活動場所を確保し、総合的な放課後対策

として実施する「放課後子どもプラン」を平成19年 度に創設し、文部科学省と厚生労働省

が連携して必要経費を予算(案)に 盛り込んだところ。

O両 省の補助金は国において交付要綱を一本化し、実施主体である市町村において、

学校の余裕教室等を活用して一体的あるいは連携しながら事業を実施.1

攤鐶 '

ゴi・L〔】内 か

事 ……疉 崋 省 r放 課後子どもプラン推進事業ゴ(仮枷
一

事業内容
放課後子ども教室推進事業(新規)放 課後児童健全育成事業

【文部科学省】[厚 生労働省】

一

■ い 卩 一"一'■ 一 ■一「'■ 一 ■ ■ 一 田 ■・.

趣 旨

▼すべての子どもを対象 として、安全 ・安心

な子どもの活 動拠 点(居 場 所)を 設 け、

地 域の方々の参画 を得 て、子どもたちと共

に勉強やスボー ツ・文化 活動 、地域 住 民

との交流活動等 の取 組を推 進する,

▼共働 き家 庭など留守家庭のおおむねrCI

歳 未満の児童に対 して、放課 後に逼切 な

遊 びや生 活の場を与 えて、その健全な育

成 を図る、(児童福祉法第6条2第2項 に荒是冫

▽放課 後児 童クラブの未 実施 小学校 区の

旱 急な解 消等 を図るためのソフト及び

ハー ド両 面での支援措置 を講じる、,

※平成i6年 度からの緊急3力 年計潤 「地域子ど毛

教室推進事業.1(委託事業)を廃止し、新たに
「放課後子ども敦室推進事業」(補助事業IIを創設
、

'

予算(剰額

一 一■F一■F一 ■一一■一 一

68,2億 円 国庫補助金

鵜 鞭 や スで平塑 鐘 嫡 皓 黼 塵 魍 .,.一.

一一

158,5億 円(38.3億 円 増)

「一1■一 一一■一一 一一

か所数 1。一・。・蜥 ゆ 攤鮮 中2位 … か所(59。・か所増)__■目
,一 一

ソフト面

目目 _一_F_

皿一■

O地 域 子 ども教 窒 推 進 事 業(平 成16年 度からのO基 準 開 設 日数(250日)の 設 定

緊急跏 年計酊 の取 組 を踏 まえ た事 業 の推 進 臺 準開設 日数を28旧 から弓輸 化し、それを超えて
莞域O方 暫癖 画を得て、瑳々な倖駿 交蕊活重年…の取縫…蠡六 鵑承するクラブヘの日教rこ応じた加算措置の実旋

O学 習支 援 の充 実O必 要 な 開設 日数 の確 保
,・蔦龍言動等に志筑て、冢雇IO窓斉力咢1こ畜即1完す、 ・祷助対象 日数を200臼 以上から259日 以上とし.
融 亡迄る子どもたち!二卓亜胎 重誰 賜 車{O≡ 壷 韲 それ禾浅は .3年 間の経過措置後、補動を廃止

O次 年度 か らの取 組 支 援O逋 正 な 人数 規 模 へ の移 行促 進
1登りOτ万胃藩1果憲施縦匡.についてモ、次年信から搾冥夏:=肓「ナ ・71-盈、以よの大慧…模クラブについては、3年鯉の経逓
た1構j望茸ポ図射碕よう・コーディネーターの琵萎等菱…毒 芸置爨

、藕助を磽止し、分乱等老促進
F,_一_■ 』 』 一

ハ ー ド面

一 一一 一}、一一一目■

○「放課後子ども教室」を設置する際の備品O新 たに施設を設置する際の創設か所数

購入費補助の創設 及ぴ既存施設の改修か所数の増

○蔑存の児童舘等で新たに実施する際の

備品購入費補助(100万円を限度)の創設

一一一一

■一一目一■一目 一目一 广 一■一■一一一一

ズ ド

lO両 事業の効率的な運営方法等を協議する委員会を全市町村及び都道府県に設置 【文部科学省】

○事業の円滑な実施や一体的な活動を促すコーディネーターを全小学校区レベルに配置 【文部 科学 省】

O辜 業毎に実施していた指導者(員)研 修を都道府県等において合肩で開催 【文部科学省 ・厚生 労働省 】



「放課後子どもプラン」推進のための連携方策
～ 文 音匡季斗学 省 と1享生 労/動 二書σ冫・方交雲妻彳麦7才策 事 業 の 迂…墓 ～

一、漁 堕蛭 Φ連塰」
O放 課後子どもプランを策定し、小学校区毎の円滑な事業を実施

旧
.

放課後対策事業のr運 営委 員会」の設 置 匚担当省・文部科学雀】

行政儼青委貫会及び彊祉都剛 、学校、放課後児童クラブや社会教青・児童福祉関係者及ぴ地域住民等が

プランの策定、活動 内容やボランティアの確保等、両事業の違営方法等を共同で実施一検討→全市 町村に設置

コー ディネー ター の配 置 【担当省戊 都科学省】

両事 業の円滑な実施 を図るため、学校や関係機 関等 との連絡調 整、ボランティア等の健 力者の

確 保 ・登録 ・配置、活 動プログラムの策定等 を実施 一 全 ノ.ト学校 区に配置

活動場所における連携促進
.
汀
.

u■'

・余裕 教室 をはじめとする学校諸 施設(体 育館 、校庭、保 健室等)の 積 極的な活罵の促進
一両事 業の関係者と学校の教職 員間 で

、子どもの磋子 の変 化や健 康状 態、 ρ.1,,講.

下校 時間の変更等の情 報交 換を促進II・ 上ロ・
'}1

1

目

μ1

.

、罰二.;_一 二7彗=1』1

.
ン学 ぴ の場;ギ

蠧蝨目
予習や琶讙 』補鼕等:

..卑学嘗后融.・

1ピ _弊験 の場』冫

1魂 爵
y籔
スボーツや文化

1活 動等の体験活動

逗皸教貝

げ 町 ▲

F匿 叨'弖 踞'

・て一交流の場ニン

鰯驫
地域の大人や異年齢の
子どもとの父流眉動

翌
コτデ ィ亭一タr"

懃蟻住民の参翻・遠力

鶚蕚1『=弖r--

區 ≡享'i闘

ゴノ 　　 ユ ヘド

.

..一遊 び の 場 一一..ド

…一『'"一書・・r嚇 』・ヒ,一一γ

」黴'`二 ‡ 宀

鑾 嚢、
お手玉やメンコなど

様々な昔遊びなど

卩艮』
巳

」
臼

=喜

　 　　　も
.... _生 活 の 場一,...㌃

"よ

"'馳 季』

生 活葺…導 、家庭 との

運絡 等 尊 任書旨導 軍L

放課後児童クラブ

ド

　

・ll・

.,都黴 踝 で礎連簑./
O実 施主体である市町村において円滑な取組促進が図られるよう、事業推進に向けた支援を実施

放課後対策事業の厂推進委員会1の 設 置 匡 当省:文春斛 学割

行 政.学 校、福祉 や社会教 育の関係 者、有識 者等が研修 の企 画等、域 内の放 課後 対策の総合 的

な在 り方を共 同で検討 →全 綿道 府県 ・指定 都衛1'り 一'『'一…氏置

放諜後子どもプラン指導者(員)研 修の開 催 虚 当雀 文音斛 学省悸 生労働割

これまで事業毎に実 施していた指導 者(員II研修 を合 同で開催することにより、プラン関係 者の 「青報

交摸 ・情報共 有、資質の向上等 を推進 一 全郵道府 県 ・括 走都 布 ・中核 市で闘催
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2 地域の教育力の再生

(1)「 学 び あい、支 え あい」地域 活 性化 推進事 業

19年 度予 定額

(新 規)

624百 万 円

1事 業の要 旨

青少年 の 問題 行 動の深刻化や青少年 による凶悪犯罪の増加の背景 として、社会の急漂

な変化に伴 う住民同士の連帯感の欠如や人間関係の希薄化等による地域教育力の低下が

指摘 されている。

このため、地域住民がボ ランティア活動や家族参加の体験活動、地域の様々な課題等

を解決する学習や活動などの取組を通 じて、住民同士がr学 びあい、支 えあ う」 地域 の

きず なづ くりを推進す る。

2.事 業の 内容

(1)地 域教育力再 生推進 委員会 の設 置

地 域活性化推進事業の委託先の選定、事業の適切な実施のための助言や事業戎乗r、

評 価、先進的事 例の収集 ・分 析等 を行 う委員会を文部科学省に設匿す る。

(2)地 域 活性化推進事 業 の実施

① 運 営協議会の設置

都道府県等に、行政関係者、学校教育関係者、NPO等 民 間団体関係者 な どで構

成 す る運営脇議会 を設置 し、域 内における事業内容の検討、広報活動、事業実施後

の検証等を行 う。

② 地域活性化推進事業の実施(1,016か 所)

地域教育力 の活 性 化のた め、地域 において、ボランティア活動な どの様々な活動

や学習機会の提供、住民が主体的 に地域課題等を解決する取 り組みを行 うな どの事

業を実施する。

(3)広 報啓発 ・普及活 動 の実施

各 地域 における取組事例 を収集 ・分析 し、事例集等を作成 ・配布することによlll、

地域 の取組の 向上 と促進 に資 す る。

3、 季責算 酵ヨ言尺

(エ)地 域 教育力再 生推 進委員会 の設 置

`21地 域 活性 化推進事 業 の実施

⊃ 運 営協議会の設置

:21地 域 活性化推進 事業 の実 施

小規模1,000か 所x@501千 円

大 規模16か 所 ×@3,030千 円

(3}広 軽啓発 ・普及活 動の実施

喜 例集 等の作成 ・配布

3,401千 円

60,254千 匡

549,480千 丐

0,a12千F



「学びあい、支えあい」地域活性 化推進事業
O住 民のきずなによる安全で安心な地域づくり

O現 代的課題や地域課題の解決能力の向上

ゴ匕EヨFヨ票 19年 度予定額

(新 規)

624百 万 円

O地 域 教 育 力 の 低 下

社会の急激な変化に伴い、住民の地域社会への帰属意讃の希薄 化、住民同士の交流不足等により、

地域教育力が低下し、青少年の問題行動の深刻化や青少年を巻き込んだ犯罪が多発。
・地戴教胃 力が低下 していると認識 している人の劃台155.巳%

・低下 している要因… ・個人主義が浸透 しているため1弱 .1%

〔資 料1「地域の教育力に関する実態調査」1平成侶年2月 文部科学省)

O解 決す べ 音現代 的課 題 や地域 課 題 が増 加 、複 雑 化

環境闘題、子どもの体験不足、安全・安心なまちづくり、外国人居住者との共生など

O改 正 「教 育 基本 法 」
公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと.く第2条 第3号 〕

地域のきずなを深め、地域の再生を

事業の実施 』事騨 松 募・

(事 業 儷)小 規 模 エ リア;1,000か 所x@501千 円 、大 規 模 エ リア:16か 所x@3,D30千 円
㌦

家艤の琶ずなを深⑦る
体験活動

O家 族 で農 村まるごと体験
・テツマイモ栽培の事前学習
・畑の耕作、請植 え、草取
り、肥斜や り1、収穫
・摺や小川で皇虫採集
・いろんな野菜を覩察Lよ う

農象から纔 づく:)を 学ぶ

Oま ちの歴 史 と伝統を体験
まち1乃歴i史を学習
・黒畴を訪ねてみよう

・史跡マ ラプづ く1〕
一伝統工芸品に挑鄭 〉 『

O親 子でスポーツ体験
O親 子登山と自然観察

爵

"

瓢牙豊

梱
鼻

地域のきずなを深肋る活動

ボ弓ンテイア1舌動
O地 域 を支えるボランティア
・ず主民のボランテイア登録

・町内会長炉援駒希望者とボ

ランティアをマッチング
・独居世帯を高佼生が雪かき

・毎 日の声かr,ド・読み 聞かせ

高齢春から学ぶ町
・手 作りお追)ちゃと昔遊 び

・お 年寄 りか ら地 域 の昔を知る

・」也域 韻光 に貴 立っマ ンブづ くll

・生 話習慣病 十 防諸 座

・地或 みんなで崖 康俸操

環 境 美 化 学 習 活 動

Oき れ いな川のある地 区づくり
・環境守=習Il・生宅から出るi号水の蒙

境への影響〕
・.川の現地調査1水 質i註1」定、生鞍

調査)
・環境学琶 〔廃油から石鹸・f初)
・.川周辺の清掃活動

・環境常習 〔水質改善の方斎を考

え酎"

「

公 民 館 寳活 動

安 全 ・安 尋bな ま ぢ づ く碗O自 分たちで解決1単 域の課題
O防 災に関する学習活動1住 民アノ厂一トで地域誤蓮樹是出
・防災講座{家庭で吟安全

対策、地域r乃助含い1
..・他地域の事i尹渚見学

'公賄 で艦 軸 舌雌 壕 蕪1夷行計酢 拒 銛

'

」"囲 丿
'

ノ

事業の普及 ・啓発

一目目

㌧

事例収集・分析、事例集の作成(地 域の取組を全国へ発信)

ぜ ・ 蠕

磁 鴎 鯉 地疲教羸 を再生慧毳

i嘉 丿

一一8一



(2)学 校支援 を通 じた地域 の連帯感形成

のための特別調査研究

19年 度予 定 額

(新 規 〉

201百 万 円

事業の要 旨

近年の地域社会の弱体化 に伴 い、人々の協力を引き出す 「信頼の絆によって結 ばれ

たネ ットワーク」が縮小 し、子 どもたちが多様な入 との交わ りの中で様身な経験 をす

る機会が減少 してい る。その結果、社会生活に必要なr信 頼 」、r規 範意識」、r相 互 理

解 」 な どを身 に付 けて い ない国民が増加 し、地域の教育力 も低下 している。

このため、地域の大人が学校 を支援す る活動等を通 じて、地域 の連帯感 を形成 す る

とともに、子 どもたちの交 わ りの中で、子 どもたちのr知 ・徳 ・体 」 の向圭 に資 す る

こ とが できる社会づくりのための実証的な調査研究を行 う。

2事 業 の 内容

〔1)特 別 調査研 究 委員 会 の設置

特別 調 査研究委員会 を文部科学省に設置 し、学校支援を通 じた地域の連帯感 の形

成 等に関する検討 を行 うとともに、学校支援 に関す る実態調査、モデル事業のテー

マの設定、募集 ・選考、指導助言、評価等を行 う。

(2〉 モデ ル 事業 の実施

地域「住 民 の積 極的な学校支援 を通 じて、地域 の連帯感 を醸成 し、子 どものために

貢献 したい とい う地域のカ を生む ことによ り、大人 と子 どもの接する機会が増 え、

あわせ て子 どもた ちの 「知 ・徳 ・体」が向上す るよ うな、学校を核 としたモデ ル的

事業 を実施 し、その効果を調査研究す る。

3.積 算 内 訳

(1)特 別 調 査 研 究 委 員 会 の 設 置

(2)モ デ ル 事 業 の 実 施18地 域X@10,000千 円

21,323千 円

180、OOO千 円

一9一



「
学校支緩を通じた地域の連帯感形成のた仂の特別調査研究
一学校を中心に地域を再生し、地域が子どもたちを育成する一

「一
地域社会の連 帯・絆の希薄化 に伴 い、社会生活に必要 な「信頼関 係を築く力」、厂規範意識」、
r相互理解」などを身に付 けていない国民が増加し、地域 の教 育力も低下背

量
呆

(新 規)

19年 度 予 定額201百 万 円

・ 学校支援をきっかけとし、学校を中心とした地域教育 力の向上
・ 学校 ・地域 ・家庭が一体 となり、子どものr知 ・徳 ・体 」向 上 のため の環 境づくり

特別調査研究委員会(国)
O
O

O

学校支援を通 じた地域の連帯感 ・絆の形成方法の調査砺究

全国の学校支援の実態調査等
モデル事業について(テ ーマ設 定、募集 ・選考 、指導助言、評価)

モデル事業の実施
13地 域X@10,000干 円

実行委員会の設置

(事業例)

教 育委員会、学校 関係者、社会教育関係団体、PTA、

自治会.NPO法 人、企 栞等

「盆融・消費者教育ε税」をテーマ
地域ネットワークの形成

教青委員会 、学校 関係者、社会教育 関係 団体 、
PTA、 自治会、NPO法 人.商 工会議所 、税務 署、

消費生活センター、銀行

》 〔鸞蠶〕

「社会科』、「家庭科」等の授業

職場体験 ・奉仕体験

・学校通貨券による模擬店実習

メ蒐・
～」洗 』・邑

鞠繍・

髫
一 、・∋」 、

■ペド
・余裕教室による大人の居場所

税 務 署.

祉会 科見学L

税の仕組みを学習

醤

商 店 街

奉仕 体,験
・商店街で肩掃タ舌動
・きれいな花のブラ

ンターを設置

・商品のラップ掛 け

・銀行での接客

・魚の流通を学習

講 座 の 開催
・商店街 を活性化 ・消費税 と所得税

学 稜 と商 店 往}の懇 談会 の 開 ぞ崔
・学校 と商店街の相互協力の在 り方試==卜 丶

【成果】 ・大人が子 ども と伸 良 くな り、地域が子 どもを見 守 るとい う連帯 感が生まれる
・地域住民が学校 を支 援 し

、 自分た ちも学 習す るよ うにな る

の
、弩
、　き
べ

薦
囑

住 民みんなが教 育 に関心を持ち、参 加する地域

地域が子 どもたちのr知 ・徳 ・体 」の基本を育成

A 〔

鳥'
1'層'

㍉
強

一10一



3家 庭の教育力向上に向けた総合的施策の推進

(前年度予算額
19年度予定額

1,375百 万 円 〉

1,435百 万 円

1.事 業 の要 旨

家庭の教育力の低下、少年非行や児童虐待の深刻化、少子化の急速な進展や、
子 どもの基本的生活習慣の乱れな どに対応するためには、家庭教育への支援を一

層充実することが求め られてお り、特に孤立 しがちな親や問題 ・悩みを抱えた親
への支援や、生活 リズムの向上に関する取組の更なる推進が必要である。
このような状況を踏まえ、早寝早起きや朝食をとるなど、子 どもの望ましい基

本的生活習慣 を育成 し、生活 リズムを向上 させる 「早寝早起き朝 ごはん」国民運
動の全国展開の推進や、すべての親や これから親 となる若い世代 に対するきめ細
かな家庭教育支援な ど、家庭の教育力の向圭に向けた総合的な施策を推進する。

2、 事 業 の内容

(1)子 どもの生活 リズム向上プロジェク ト(拡 充)
子どもの望ま しい基本的生活習慣を育成 し生活 リズムを向上 させる 「早寝
早起き朝 ごはん亅国民運動の全国展開を推進す るため、生活 リズム向上のた
めの普及啓発事業や先進的な実践活動等の調査研究を行 うほか、新たに、子

どもの情動等に関する科学的知見を踏まえ、乳幼児を中心とした調査研究や

指導資料の作成を行 う。

(2)家 庭教育支援総合推進事業(継 続)

家庭の教育力の向上を図 り、急速な少子化に対処するため、子育ての悩み
や様々な課題 ・困難を抱える親への情報提供 ・相談体制の充実やライフステ
ージに応 じた学習機会の提供

、次世代の親 となる若い世代が幼児やその親 と
ふれあ う機会や父親の家庭教育参加促進など、すべての親やこれから親 とな

る若い世代に対するきめ細かな家庭教育支援の取組を推進する。

(3)家 庭教育手帳の作成 ・配布(継 続)
一人一人の親 が家庭を見つめ直 し

、自信をもって子育てに取 り組んでいく
契機 となるよう、家庭教育手帳を作成し、乳幼児や小学生等を持つ全国の親
に配布する。

(4)ITを 活用 した次世代型家庭教育支援手法開発事業(継 続)

携帚電話やイ ンターネ ッ トを活用 した子育て相談 ・情報提供など、ITを
活用 した先進的 な家庭教育支援の取組 を試行 し、 より効果的な支援手法を開

発 ・普及することにより、一人でも多 くの親に対するきめ細かな家庭教育支
援 の推進を図る。

3.積 算 内 訳

〔1)子 ど もの 生活 リズ ム向上 プ ロジ ェ ク ト242,405千 円(130,303千 円)

① 子 どもの生 活 リズ ム向上 の た めの普及啓発事業 の実施
・r生 活 リズ ム 向 上 指 導 資 料 」 の 作 成(新 規 〉

・普及 啓 発 亨 業 の 委 託(継 続)

匚1コ ポ ス タ ー の作 成 ・配 布

[2]中 央 イ ベ ン トの 開 催

匚3]全 国 フ ォ ー ラム の開催7ヶ 所

一 且一



②子 どもの生活 リズム向上 のための調査研 究の実施(拡 充)
・先 進 地 域調 査研 究(継 続)35地 域X@/ ,820千 円
・乳 幼 児 期調 査研 究(新 規)35地 域 〉〈@2 ,597千 円

峻2)家 庭 教 育支 援総 合推 進 事 業98G,769千 円(987,409千 円)
47団 体 ×@19,632千 円

① 子 育 て の悩 みや 様 々 な 課題 ・困難 を抱える親八の情報 提供 ・相談体制の充 実
・子 育てサポーター り一ダー の養成(拡 充)

544入 →2,350人

② ライ フ ステ ー ジ に応 じた課 題 別子育 て講座 の実施

③子 育て理解促進 のた めのふれ あい ・交流機会 の充実
・次世代の親 となる中 ・高校 生の楽 しい子青 てふれ あい交流事業(新 規)

・父 親 の家庭 教育 参 加 促 進 事 業

④ 地 域 にお ける家庭教育支援施策 の実態調 査(新 規)

(3)家 庭教 育 手 帳 の作成 ・配 布 約342万 部169,945千 円
・r手 帳① 」(妊 娠 期 ～ 就 学 前 まで の子 ども を持つ親 向 け)

・「手 帳② 」(小 学校1～4年 生 の親 向 け)

・r手帳 ③ 」(小 学校5 、6年 生及 び 中学 生 の親 向 け)

(213,414千 円)

約IO6万 部

約ll7万 部

約ll9万 部

l」ITを 活用 した次 世 代 型 家 庭 教 育 支 援手法 開発事業

42,210千 円

8団 体 ×@4,985千 円

〔44,0野 千 円)

一
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一
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3家 庭 の教 育 力の 向 上 ～家庭の教育力向上に向けた総合的施策の推進

19年 度 予 定 額1,435百 万 円(1,375百 万 円)

～

○ 家庭の教育力の低下

家庭教育をめぐる状況
O児 童 壥 待 の 深 刻 化O少 年 非 行 の 深 刻 化
1轟甜 歪雌巨1畑轡 融縮1牛捌抽』.目、二11'll17三三凱 胤 ・1.隷三〔7年9崖 馴攤 は1="～=1≠・目17年q坦

Oひ とり親・共働き家庭などの家庭の多樟化 O少 テ化の進展 .一.一一〇 子どもの基本的生活習慣の乱れ`⊃・;.冒

」.1邏 疉麟 盤 デ
ドマド

ニー一一'子 どもの望ましい基本 的生活習慣

弄建1.を 育成し、生活リズムを向上

～ 「早 寝 早 起 き 朝 ご は ん 」 国 民 運 動 の

全 国 展 開 の 推 進 ～

F一 一一 ・・一 錠冖蕉「iず・』_一 一 ・ 一・ 一 一・

鯉 整噸 醸峯 菰

社 会的機運 の醸成
～子ども控社会の宝匡の宝噂

目粥襟理 粥鷺

.二二一 す べ て の親 や これ か ら親 となる若 い世 代 に課遜2

対 す る総 合 的できめ 細 かな 家庭 教 育 支 援
～子育て〔学習1について関心が薄い親、

孤立しがちな親やこれから親となる人々に

も行き届くアブローチ～

3一、,,〒_.嶢

地墫の家庭教育支援の総合化,
一群 画 の策定 と ネ ッ トワー クの構更 一

/注1.

学 習 機 会 の 提 供

一垂要な課垣への重点化一

象は.き め績かな支援のための工夫

相 談も含めた学習情報

の提供
一豪庭訪問裂と1T6)活 乕一

O「早寝旱起き朝ごはん」国民運動の全国

展開の推進 予定額242百 万円

'1子 ど の1ズ ム
・上プ ロジェ

觝

子どもの睾ましい基本的生活習慣を岡成し.生話リズムを

伺上古せるための国民匡動を最開するための取給を推進、

1.子ど纏 舌リズ厶魑 慕めの晋及啓蠱垂象の実施

①r生 活1丿」ズム 向上 指璽墮[魁」の 作戚 〔新塩1

子 育 て瓦蚤 団体 の1丿一ダーや社会教 背主事等 の指譚 者

が.子 どもの 生 活 リズム の向上に責する皐茱 の企画 立案

あるい は親 等への 相 談等 に応 じる臨に捗考となるよう、子

ど もの 情動 等 の科 牢的知見や望 ましい生話1丿ズム が教 育

へ 与 える影 譬などの 研究 成果等寄ふまえた 内審 憲盛 り込 ん

だ播逗 實 科を作 成す る、

齢 殉

1 雑 及 競 峯 婁の 釜託 、一=遜

匚1]ポ スターの作成 ・配布・.一 一。

〔2〕中 夭イペントの開催

〔3〕全 国フ才一ラムの開 催7カ 所

2・子ど勧 歸 リズ婀 坤 嫐 硼 闘 窩鋸 胤 充)

子 ども諦 生 活 リズム 同よのた誇の先進 雌壇 の翼 議 活甄

尋 ㊦取 り組 み 顎況を調 壹。

新 たに乳 幼 児期刃傅 について症充

晋35地 域 一 フO地 域

Oす べての親やこれから親となる若い世代に対する総合的できめ細かな

家庭教育支援 予定額1,193百 万円一 予定額981百 万 円

一,子 育 ての悩みや様 々な課 題 ・困難を抱 える親 への情報 提供 ・相談体制の 充実

・瓦人ρ古弖弉罰ji媛モ音.τ瑁蕁r三畷しやモ資モサホてタ!鼻章難q」いや葦闥犁㊤荊産婁亘蓴1翠

を恒う1丿一ダー奢這充,

2.ラ イフステージに応 じた課題 別学習機 会の充実

・妊蟻・出贏期、靄瑚児期、学垣葫、悪春期における子育ての諜題や憧み解漓など・ライフステージ

に応じた課題別のモ音て講麗き亠{……諄芽ど.郵《の親が書加す老甘巌タ』盤,齢 を活困しモi華施、

3.子 育 て 理 解 促 進 の た め の ふ れ あ い ・交 琉 機 会 の 充 実

・中・窩校 生が均 児や その縄とのふ忽 あいを通じて、子育 ての榮 しさやま命 や軍旌 の太切 芒を運蔭

す弔i次 曇代の親とな る甲 ・高夜生 の楽 しい子育てふれ あい交 流事 集』1新規1の 冥 艪.

一父鰻の 冢雁教青への 参加音促 遵ず るための集 いやお やじの会 などの地 域話…動 の報告 会な どを

開催 する 「文靼の家庭 彗青夢茄 促 進事 鑑亅の奚重.、

4,地 方 に お け る冢 庭 教 育 支 援 施 策 の 実 態 調 査

・家荏毫享駐茸に関す'る学 習1讒≦…や敵霎…的な†轟報ヂ是1共・相 談体 潮}など.重髢ア〒にお』する家圧≡靫 再3ミ多蠱

施 策 の寅態 稠萱1新 規 唖シ実施.

巫 塵姪 蜻の作成・塹艦 予定 額170百 万 円

一 ノ、一丿、の曇三かぐ萋謹を見 つめ互L r、 自i言をキ寺って子 肴て1=取L丿 椙一ゴで い く芙1建とな るよ う 、

家 庭敦 科手帳 を乍廐 し、辱L塾児や't・當 ま 羇 崙ヌ吉2竄 国の署^=醍 布∫.・1葭言丁予 定'

〔4〕 匚口を拠 　 靆 膿 鐘鐘充1

予定額42百 万 円

子育て1二?いτヒいつでもごこでう蓴軽に宇貿壷レなり、揖豊をレ鳶怯亳近匙子声て奪盞蛮丶手
することができるよう、虞帯霍話などの幵を后用Lた先進的な家啀教百立援与法の融羅を試行し。

閣発・普及、

家庭 の教 育 力の向上、少子化対策

-』

親と子どもの豊かな育ち

～

鞍ヂ

一1言 一



4 教育分野における再チヤレンジの支援

(1)再 チヤレンジのための学習支 援システム

の構築

19年 度予定額

(新 規)

528百 万 円

1事 業 の要旨

「再チ ャ レンジ可能 な仕組みの搆築(中 問取 りま とめ〉」等 を踏 ま え、地域仕会や企業

等が求める人材の資質や能力 を具体的に把握 し、学習活動を経て祉会参加や就業、起業等

の新たなチャレンジをしようとする人に対する学習相談を行 うとともに、チャレンジする

ために必要となる学習機会 を、大学や専修学校等の協力を得っつ社会教育施設等において

提供する等、学習者の再チャレンジに資する学習支援システムを構築する。

2.事 業 の内容

(1)再 チ ャ レンジ推進委員会 の設 置等

大 学等高等教育機関、企業、生涯学習行政関係者等で構成 され る再チャレンジ推.進

委 員会 を設置 し、再 チ ャ レン ジのための学習機会に関する普及 ・啓発や今後の事業推

進のための検討を行 う。

(2)再 チ ャ レンジ学習支援 協議会 の設 置等(全 国10筒 所)

大学等 高等教育機 関、企 業 、地方公共団体等で構成す る再チャレンジ学習支援協議

会を設置 し、地域社会や企業等の求める人材に関す る二一ズの把握や、再チャレンジ

に資する学習機会の情報収集 を行 う。また、再チャレンジ者に対 し、地域社会や企業

等が求める人材二一ズとの整合性 を持たせた学習相談や学習機会の情報提供等を行 う

窓口を設置するとともに、本協議会の存在 を広 く地域に周知するため、成果発表会を

行 う。

(3)学 習機会 の提 供、開発 等

地域社会や 企業等の二一ズを地域の学習機会に反映 させ、この ような学習機会を邏

供するとともに、出産 ・育児後の女性等に特有の事情を踏まえた身近な場所での再チ

ャレンジ支援講座等を実施する。 さらに、若年者や団塊のシニア層等の再チャレンジ

したい人ボ、インターネ ットを通 じて、いつでもどこでも再チャレンジに向けた学習

ができるよう、学習 コンテ ンツの提供や学習相談等を継続的に実施する体制(生 涯学

習 プ ラッ トフォーム)の 構 築 を支援す るた め、基本管 理アプ リケーション等の開発 ・

提供を行 う。

3.積 算 内訳

〔1)再 チャ レンジ推進委員会 の設 置等

(2)再 チ ャ レンジ学習支援 協議 会の設 置等

(3)学 習機 会の提 供、開発等

8,914千 円

169,650千 円

349,545千 円

一14一



再 チ ャ レ ン ジ の 支 援
～再 チ ャレンジのための学習支援 システムの構築～

(女性に対するr学 び」支援、lT基 盤の整備支援を含む)

19年 度 予定額

(新 規)

528百 万円

社会参加や再就職等新たなチャレンジをしようとする学習者

・社会參加や再就職等に資する学習機会情報または学習機会の提供

・活動希望分野情報の提供

再チヤレンジ学習支援協議会

(都道府県～中核市 レベルの協議会1全 国10箇 所}
一 地域の実情に応 じ、概ね以下の代表者で構成
・大学.高 専等高等教育機 関
・民間教育事業者

・経営者団体、商工会議所、農業団体
・企業、人材派遣会社
・市町村行政関係者

・NPQ団 体

O地 域 ・企業等の学習二一ズ を集約

O社 会参 加 ・就 業等に至 る学習相談 ・支援

・社会参加や再就職等に資する学習機会の提供

(1丁 を活用した提供を含む)
二 学びの場へ!

・学習機会情報の提供

・地域 ・企業等の学習

二一ズ情報の提供

教 育(訓 練)機 関 等

※ 大学、専修学校、図醤館 、公民館、生涯

学習セ ンター、女性 センター 、インター ネ

ッ ト市民塾、民間教育事業者 、NPO団 体

その他の再就職等に資す る講座提供者

O講 座の開設
・地域 ・企 業等の 学習二一ズを反映

・ITを 活 爾

・子育て中の女性 への対 応

4
チャレンジの場へ1

11,0

HI

こんな人材がほ しい!

こんな講座がぼ しい!

(地域 ・企業等の学習機会への要望)

地域社 会 ・企業 ・起 業の場 等
再チヤ レンジの例:地 域のポランティアとして社会参加

身につけた能力を発揮 して企業で活躍

学んだ知識 を活かして起業 等



(2)
〔大学 ・専修学校等 における再チャレンジ支援推進プラン〕

専修学校を活用 した再チャレンジ支援
推進事業

(新 規)
19年 度 予 定額768百 万 円

1.事 業 の要 旨

学校 を卒業 ・就職 後 、短期間で離職 した若者、定年退職を控 えた中高年、子育て等
により就業を中断 した女性 、近年社会問題 となっている二一 ト等の学び直 しの機会 の

充実のため、専修学校の持っ職業教育機能を活用 して、それぞれの特性等に応 じた学
習機会の提供を行 うことによ り、若者 が真に働 きたい と考える職種 ・分野への再就職
支援、団塊の世代の大量退職や少子化を背景 とした女性 を含む多様な人材育成、二一
トの職業的自立の支援 など、それぞれの職業能力の向上を図るとともに再チャ レンジ
の機会の拡大を推進する。

2.事 業 の 内容
1目」)再 チ ャ レンジ支援企 画委員 会 の設置

専修学佼か らの提案 に対 し、よ り事業効果が期待で きる実施計画の審査 ・採択を行
うとともに、事業の推進 にあた り必要な調査等 を行い、その成果の評価 ・普及を図 る。

(2〕 若 者 の再チ ャ レンジ支援 プ ログ ラム
以下の=一 ス ごとにそれ ぞ れ の特性 等 に応 じた教育ブ ログラムを開発 し、若者 を対
象に実施する.

① 高度専門職育成 教育 コー ス
② 専門 ・技術職育成教育 コース

(3)社 会 入 の キ ャ リア ア ップ教 育 プ ロ グラ ム
内 容 に よ って 区分 した 以 下 の3コ ー ス の講 座 に つ い て 、 中 高 年 を対 象 に実 施 す る。

① ス キル ア ップ ・専 門 技 術 習 得 コー ス

② 管 理 能力 向上 コー ス

登 起 業 家 コー ス

(4)女 性 の再チ ャ レンジ支援 プ ログ ラム

内容によって区分 した以下の2つ の講 座 につい て 、女性 を対象 に実施す る。

①スキルア ップ講座
②新 たなチャレンジのための講座

漆NPO団 体等 と連携 した二 一 トに対す る自立支援 プログラム

専修学校 と二一 トを支援 しているNPO団 体等 に よる連 絡協議 会 を設置 し、適切 な
カ リキュラムの検討、専門のア ドバイザーの設置、将来の希望や適性 に合わせた少入

数制の授業等の開講を行 う。

16)成 果 の普及
プ ログラム ごとに受講生 へのア ンケー ト調査やフォローア ップ等の事例を報告書

にす るとともに、成果報告会を開催 して、全国的な取組 に発展 させるたbの 普 及 を
図 る.

3.積 算 内訳

lP再 チ ャ レン ジ支 援 企 画委 員 会 の設 置13,

12)若 者 の 再 チ ャ レン ジ 支援 プ ロ グ ラム456,

1ア)高 度 専 門 職 育 成 教 育 コー ス(動3,1必 千 円X耶 ヶ所)

〔イ 〉 専 門 ・技 術 職 育成 教 育 コ ー ス(@15,佃5千 円)(16ヶ 所)

(3」 祉 会.弋の キ ャ リア ア ップ 教 育 プ ロ グ ラ ム(蛎,4潟 千 円 ×璽 ヶ所)30,

!4,1女 性 の再 チ ャ レン ジ支 援 プ ロ グ ラム(飭,輔1千 円X工6ヶ 所)ε7,
1、5!NPO団 体等 と連 揚 した 二 一 トに対 す る
自立 支 援 プ ロ グ ラ ム(〔 質,7蕊 千 円X8ケ 蔚)62、

(.611成 果 の普 及17.

281千 円

720千 円
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専修学校を活用した再チャレンジ支援推進事業
【19年 度予定額768百 万円】(新規)

新たなチャレンジを目指す若者、中高年、女性 、二一ト等を支援するため 、「学び直し」の機会を充実

卒 業後 、3年 以内の離職者 は

中卒7割 、高 卒5割 、大卒3割

閣

引

① 高 度 専 門職 育 成 教 育 ユース

② 專 門 ・技 術 職 育 成教 育 コース

津棄・t:牝r倍.f

隻卜牌・帥'敵覧.ア'し・シスラム¢〕活用 等摘

r2007年 問題」を控え、
・企業等の労慟 力不 足が予見

・再就職を希望する中高年の

新たなキャリアアツブが尼・要

① スキルアップ・尊 門 技 術 習得 コーλ

②管理能力向上 コー ス
i:子・∫言社 等 へ の 著:辞苛書 画冉 た めの

③起業家コース

瀞Dへ'ン ラ・L-j堽薬II'㌔ リサ・卿 帰 漬 三穿:

・子育て等のために就業を中断した

女性の就労希望が多い
・少子化等を背景とし女性 を含む多

様な人材が必要

①スキルアップ講座

捷 匡llでの 崔 離5・ 濡 却目q'.軍子 加1テ・に.:緊1・r

② 新たな于ヤレンジのための講 座
尸 一'門

.1一 ← ・1・ 』一
一'一 」軋..尸,・.

A』 ・1 双
、

近年、働いてもおらず教育 ・訓練も受

1ナていない「二一ト亅が増加

竺 　 触 連絡†温諄義会
自証支援アド'、'イザー
・進跡 学習相議

.慕
専修 学 校
・各々の二一ズに対応した

学習コースや体験入学

■
一

就 職 支 援 ・ フ ォ ロ ー ア ッ プ

若年者の職業能力向上

長期就業の促進

瞽髱の再チャレンジ支隈フ「ログラム

雇用の促進

キャリアアップ

社会 人のキャリアアッブ教膏ブログラム

雇用の促進

キャリアアップ

女性の再チャレンジ支援フログラム

二一トの就職・

社会的自立

、靴}団 体等と連 携した二一 トに対する

自立 支艦フロク1弘

1■1

』:…広く専慘学校に普波

.

、
.

博

{
』
瓶

量
毒

『

匂

f

甲ぐ

誤

驫鸚蠶力の館凵卜 原チfψ ンシの鐵醤の囓::オ 噸



(3)団 塊世 代 等 社 会 参 加 促 進 の ため の

調 査 研 究(教 育サポーター制度の創設)

19年 度予 定額

噺 規)

35百 万円

事業の要 旨

高齢者 や 団塊世 代 が、これ まで職業や学習を通 じて培った経験 を活か して、学校や地

域社会で活躍(再 チ ャ レンジ)で きるよ う、全 国規模 で のr教 育 サポー ター」制 度の創

設 に向 けた実態調査及び検討を行い、標準的な教育サポー ター制度を構築す る。 また、

団塊世代等が生きがいをもって社会参加できるよう、広報啓発を行 う。

2.事 業の 内容

(1)教 育 サポー ター制 度創 設検討 委員 会の設置

社会教育関係者、学校教育関係者、有識者等か らなる検討委員会を文部科学省 に設

置 し、教育サボーター制度の在 り方等について検討す る。

【検討内容の例】
・ 教育サポーター制度の在 り方

・ 個人の知識 ・技術や適性等の判断の基準 ・方法

・ 学校現場や地域が求める人材の把握

・ 教育サポーター養成のための共通 ・専門分野別のプログラム開発

・ 教育サポーター認証基準 ・方法

・ 教育サポーター と活動の場のマ ッチング、情報提供の在 り方 な ど

(2)高 齢 者活用 の実態 調査 等

上記 の検討委員会の もと、標準的な教育サポー ター制度の構築に向けて、教育分野

における高齢者等の活躍 の実態や、全国の教育サポーター制度の実態などについての

調査研究を実施す る。

(3〉 広報啓発

団塊 世代等 が、 定年 退職 後、教育サポーター等 として生きがいを感 じなが ら社会参

加できるよう、団塊世代等の地域活動デ ビューを応援す る手引き書や啓発ポスター等

を作成 ・配布 し、意識啓発 を図る。

3.積 算内訳

(1)教 育 サポー ター制 度創設検 討委員会の設置

(2)調 査研 究の 実施

① 高齢者等活用 の実態調査

② 全国の教育サポーター制度の実態調査

〔3)広 報啓発

① 地域活動デ ビュー手 引 き書等の作成 ・配布

'互 啓発 ポス ター ・ち らしの作成 ・配布等

7,839千 円

6,185千 円

8,485干 円

10,133千 円

2,685千 円
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団 塊 世 代 等 社 会 参 加 促 進 の た め の 調 査 研 究
一教 育 サ ポ ー ター 制 度 の 創 設 一

目』19年 度予定額35百 万円(新 規)

{纛 】'磁一… 一一 一 一 … ・一 』目・…・
OI94Tl1三 か ら49年 生 母"i・の 「団/l1⊥の1』1と代 .1ば約6u9万 ∫・・201〕7={三か ら6〔1歳 に達す・～⊃・ 粕㌃

黌 驚 麓鸛要1籌撮藷継認艱1濃,蕨}
良 い ≧言 える人か約1猜II存 在q醸 丼、1雁調 査 〔]7年5駒1
・二 再 手九・」rンジ可能 なfl二組 み の『IIら=築!I!]間取II.』'llと渥勺 」でllt ,咼 齢 者 ・邑/1塊1111代の 再 手 ヤレンジ支 援

・7∫1たン.,め商 晏な資1・都liI」度 を創 設 ・拡 充L 、高 齢 昔・退職 者・丿1活雁 樟 堤 を拡.κ+る とLて いる=

団塊世代等が職業や学習を通じて培った経験を活かして、教育分野で活躍

。○ ○
「教育サポーター制度」創設検討委員会の設置

教 育 サ ポー ター 制 度 の イメージ

検討内容

・制度 の在 り方

香護頷 工業技術者 海外勤務経験者

化 学 や 梅 理 、 匚学 に 関 す
一厂亠』r詳'8寺:

外国言翼 」海 外.ζ1ヒに関す

・個 人の知識 ・技術や適性

等の判断の基準 ・方法
・現場が求める知識 ・技術

の把握

知識・技術・適性等を判断の上、研修を受講

【
研

修

】

共 通 講 座 【講義 】
40時 聞程度

ニ ポドコユ ゴ

地,ヒL妙)特性 ・現 状

共通講座 計80時 間程度

+専 門 講 座 【講 義 ・実習1

噬董垂〕塵/

・共通講座のプログラム ・

分野別専 門講座 のブログ

ラムの開発
誰もが参加 しやすい研修

方法(通 信教育等の活

用)
・研修成果 の評価基準 ・評

価方法

認 証 ・ 登 録 ・ 情 報 提 供
'

一■一一(!

・小学校の卦li壁1一実験 補助

-

・認証 の基準 ・方法

・登録 内容

・マッチングの在 り方
・人材情報の提供 方法

広 報 啓 発 成果の活用

①・地域活動デビュー手引書 ・事 例集の作成!
・2:啓発ボスター ・ちらしの作 成

など

学校・施設で高齢者等活用の実態調査
全国の教育サポーター制度の実態調査

標準的な教育サポーター制度の構築

厂一
団塊世代や窩齢者が、経験を活かし、現役で活躍する機会が拡大

卜

卜

一一 上9・



恥
、》 女健 アー カイ ブセ ンター(仮 称)の 構 築

(独立行政法人国立女性教育会館)
(新 規)

19年 度 予 定額161百 万 円

1.事 業の要 旨

男女共 同参画社会 を実現す るためには、男女共同参画についての意識啓

発ボ求められている。また、様 々な分野において、女性が希望を持って未

来にチャレンジす るためには、具体的なモデルが必要であ り、我が国の男

女共同参画社会形成、女性教育において大きな役割 を果た した先駆者たち

をチ勘レンジモデル とした学習機会の充実を図る ことが不可欠である。さ

らに、 これ らに関する重要な資料 を収集 ・保存 し、次世代に伝えることが

急務 となっている。

このため、国立女性教育会館 においてr女 性 アー カイ ブセ ンター/仮 称1、

を梼 築 し、①チ ャ レンジ した 先駆者たちに関す る資料、②女性団体、大羊

等女子教育機 関に関す る教育 ・研究 ・実践の資1判一、③ 男女 共同参園 、女,士一

教育行 政の関連 資料、 を 中,心に 、文書 ・映 喙 ・音 声等 の収集 ・整厘 ・派訂

・公開を行い、関係機 関 と連携協力を図 りつつ、男女共同参画祉螢の叢進

に関する意識の啓発、調査研究、学習支援を推進す る。

2.事 業 の 内容

11)女 性 アー カ イ ブ セ ン ター(仮 称)の 整 備117百 万円

女 性 アー カ イ ブ の収 集 ・整 理 ・保 存 と活 用 の た め 、 以 下 を備 えた施設 を

整 備 す る。

O展 示 スペー一ス1資 料の展示

G閲 覧室:利 用者 が資料 を閲覧利用

O書 庫等:資 料 の保 存 に適 した空調等 を備 え、資料 を収蔵 ・楠修

纏)女 腔ア ー カ イ ブ シ ス テ ム の構 築44百 万 円

牧集 した 各 種 資 料 の デ ジ タ ル 化 、デ ー タベ ー ス化 を 図 り、 女 性 ア ー カイ

ブ シ ステ ム を構 築 す る。 ま た 、 画 像 ・音 声 等 をイ ン ター ネ ッ トで公 開す る

こ とに よ り、い つ で も 、誰 で も、 どこか らで も、資 料 の利 用 を可 能 とす る.

0ワ
一



国立女性 教育 会館女 性 アーカイブセンター(仮 称)の 構築(新 規)
[平 成19年 度子 定垂16r百 万再 】

必
要
性

勇 女共 同参画 の意 識の啓 発 、

学 習 ・碍究麦援
・男女平等を推進する教肓・学習の一嗜の充翼

・男女共同参画に閲する調査研究の推進

女性 のチャレンジを支 援するため の

学習 機会
晶具体的なチャレンジモデル等の提供

歴史 的資料 の危機
・男女共同臺茴・家控敦育責料の融謹・劣化

・女惟面体における貸科誕持の困建

・女性史作成時の原資料の散逸

女性アーカイブとは?

男女共同参画社会の形成、女性教育における先駆者や団体 ・機関、行政に関する資料

を収集 ・整理・保存するとともに広く活用し、関係機関との連携・協力を図り、男女共 同

参画の推進に関する啓発、学習 ・研究支援等を行う.

ア
ー

カ
イ
ブ

セ
ン
タ
ー

彼
称
)
の

概
厚

ム
ロ『明 大 正 昭 和

麹一一一一平、..沸>

平塚らいてう等、各分野で顕著な

業績を残した女性や第1号 女性

に関する資料等

女性団体活動、

女子教育に関する

資料等

感灘.

文書(記具 肥 書簡等)音 声(テ皿戴 一ド等)

r国運婦人の10年 亅

に関する資料等

婦人学縁・講座、

国立女性教育会館

に関する資輝等

凾
映像(写 真・ビデ才等)

r

lIAVlオ ランダ)

・`』.と'・ .:

各機関との連携・協力

研修 調査研究 展示 インター ネットで公開

餓 A 〔

肉』 欄階
'壇.

、
、 驫 楠 馨

活
用
冖
働
集
…

ー

男女共同参画に関する啓発、学習・研究支援

璽
生涯学習

大学・研究所等 圃
政策立案

女性関連施設

共同研究

海外の磯関 会館の事莱

字習等 連 携 ・協 力 研修 ・調査 研究 ・学 習 支援

男女共同参画社会形成の推進

一
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